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低温 (2K前後 )で,かつ InputのEnergyが十分大きい時自己収束して鋭い spikeを形
成することがわかっているlo)この現象をTappert-Varmaは,歪場を
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となる(ポテンシャルの3次の項は対称性から脱落 )o JkJ<k｡のukは 大振 幅 で ,
Coherentな運動をすると考えてC-numberでおきかえ, Jkl>k｡のmOdeは生成消滅演
算子で書きかえて (1)に右側からa妄+qをかけて位相について平均 し,n(k,q,t)-
<ak+ak+q>Iについての運動方程式を得るo ここで lqf<koのみ採用 し, nの2次の
項 (phonon-phonon相互作用 )は無視する｡得られた方程式を逆変換 し,規格化して無
次元化すれば,
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を得る (W-har-onicな振動数,p- 吉富wnであ り, E,a,♂,0は正の定数 )a
これを正面から解 くことは困難であると同時に,物理的理解 を唆味にする恐れが有る｡
我々はとりあえず (3)を
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己-の跳ね返 りが無視 されてお り,従って自己収束の勤的機構が明確でない｡ これ らは
今後の問題である｡











々の不安定性に基 く大きな揺動が,古典輸送 とは別の異常輸送をひき起 している事が考
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